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１．研究目的 

低エネルギー重イオン反応は，衝突する原子核の構造とダイナミクスが密接に関わり

合う複雑な量子多体ダイナミクスであり，様々な反応過程を微視的に記述すること

は，原子核反応論における重要かつ困難な課題の一つです．本研究プロジェクトは，

原子核の構造と反応を統一的な枠組みで微視的に記述することができる時間依存密度

汎関数法（Time-Dependent Density Functional Theory: TDDFT）を用いた重イオ

ン反応の研究を推進させることを目指したものです．特に，本プロジェクトの実施期

間には，重イオン反応における対相関や揺らぎの効果についての理解を深化させるこ

とを目的としています． 

 

２．研究成果の内容 

本年度には，TDDFTによる微視的な反応計算から原子核間ポテンシャルや散逸係数等

の巨視的な物理量を抜き出す方法を，非正面衝突の場合に拡張し，並列計算コードに

実装しました．これにより，原子核反応におけるエネルギー散逸（摩擦）の情報を，

微視的な計算に基づいて評価することが可能となりました．また，確率論的平均場理

論（Stochastic mean-field theory）と呼ばれる，重イオン反応の初期条件にランダム

な揺らぎを導入する方法を並列計算コードに実装しました．そして，これらの並列計

算コードを用い，低エネルギー重イオン反応の分析を行いました。 

 

３．学際共同利用が果たした役割と意義 

本学際共同利用プロジェクトを通した共同研究により，並列計算コードの拡張が実現

されました．今後の応用に続く，意義のある成果であると考えています． 

 

４．今後の展望 

今後は，原子核を構成する核子の超伝導性・超流動性（対相関）を記述できるように理

論的枠組みを拡張し，エネルギー散逸と対相関の関係性を明らかにすることを目指し

ます． 
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